ユーザ投稿情報を利用した異常時経路探索支援システム by 張 鶴
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 
大学院 情報システム 学研究科 社会情報システム 専攻 博士前期課
程 
氏    名 張 鶴 学籍番号 0851020 
論 文 題 目 
 
ユーザ投稿情報を利用した異常時経路探索支援システム 
 
 要  旨 
近年，インターネットの普及により，PC 上の乗り換え案内が提供されるシステムは普及してきてい
る。ユーザは鉄道を利用する際には，おおよその経路，外出，出張，旅行時間などをインターネット
から事前に調べることはごくあたり前になっている。 
しかし，既存経路探索システムは，A:単なるユーザに経路を提供する，B:動的に変化する実環境か
らリアルタイムに交通情報が取得されていない，C:異常時運転（線路渋滞や人身事故などの情報）へ
の対応がされていないという問題があった。 
本研究では，異常時経路探索システムが支援することで，前述した問題点を解決し，ユーザにリア
ルタイムで異常情報を含めた，最適経路情報を提供する。そのために，以下の機能を実装した。 
（１）即応情報収集機能 
異常運転情報の収集は，指定された WEB ページからの異常運転情報を収集する。この機能により，
システム側がリアルタイムに異常運転情報を取得することができる。例えば，京王電鉄トップページ
のメニュー「電車のご案内」から「運行情報」をたどると，“01 月 26 日 10 時 09 分，京王線・井の
頭線は平常どおり運行しています。”このような情報を収集する。 
（２）ユーザ投稿機能 
ユーザは周りに発生した異常運転情報を記録して，投稿することにより，システム側へリアルタイ
ムに異常運転情報を転送することができる。具体的には，ユーザは携帯電話を利用して，異常運転情
報（例：中央線新宿駅，人身事故の影響で，運転停止しました。）を記録して，投稿を行う。 
（３）異常情報処理機能 
異常時経路探索する際に，収集された異常運転情報を異常情報データベースに登録必要がある。正
確なデータを登録するため，異常情報処理機能を利用して，ユーザの投稿情報と WEBページから抽出
された情報に対して，データ処理を行う。 
（４）異常時経路探索機能 
異常時経路探索機能によって，異常運転が発生した場合，システム側はリアルタイムに異常情報デ
ータベースから最新情報を抽出し，経路探索を行い，ユーザに異常情報を含めた最適経路を提供する
ことができる。 
以上の４つの機能を有する異常時経路探索支援システムを構築し，その有効性を確かめた。 
 
